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1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
1
）
床
版
の
損
傷
（例
）

床
版
に
雨
水
浸
透

床
版
下
面
の
う
き
・
剥
離

床
版
上
面
の
土
砂
化

１

1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
2
）桁
端
部
の
損
傷
（
例
）

桁
端
腐
食

端
横
桁
腐
食

下
横
構
腐
食

桁
腐
食

ﾄﾞ
ﾚ
ｰ
ﾝ
ﾊ
ﾟｲ
ﾌ
ﾟ

か
ら
の
雨
水

桁
端
腐
食

2
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1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
3
）
付
属
物
（
支
承
・
排
水
装
置
・
伸
縮
装
置
）
の
損
傷
（例
）

支
承
の
腐
食
状
況

排
水
管
の
腐
食
状
況

伸
縮
装
置
の
損
傷
状
況

3

1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
4
）伸
縮
装
置
部
か
ら
の
漏
水
状
況

漏
水
状
況

4

1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
5
）
海
浜
部
に
耐
候
性
鋼
材
を
使
用
し
た
例

主
桁
・支
承
損
傷
状
況

5

1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
6
）小
型
材
片
や
角
部
か
ら
の
腐
食

小
型
材
片
・
鋼
板
こ
ば
腐
食
状
況

6
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1
.既
設
橋
梁
か
ら
見
た
損
傷
傾
向

（
7
）
横
構
、
補
剛
材
お
よ
び
支
承
の
腐
食

7

2
.橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
て

橋
梁
設
計
に
お
け
る
長
寿
命
化
対
策

橋
梁
の
寿
命
を
縮
め
る
原
因
は
？

水
の
浸
入
（漏
水
）

腐
食
・塩
害
・
凍
害
・
疲
労
・
A
S
R

な
ど
・
・

8

2
.橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
て

橋
梁
設
計
に
お
け
る
長
寿
命
化
対
策

補
修
・
補
強
に
よ
る
長
寿
命
化
（
既
設
橋
）

計
画
・
設
計
段
階
で
長
寿
命
化
に
留
意
（
新
設
橋
）

○
地
域
・
構
造
特
性
に
特
化
し
た
損
傷
部
位
の
改
善

補
修
・補
強
に
よ
る
対
策

○
補
修
が
確
実
か
つ
容
易
に
で
き
る
構
造
へ
の
工
夫

○
点
検
が
確
実
か
つ
容
易
に
で
き
る
構
造
の
採
用

計
画
・設
計
時
の
配
慮

橋
梁
の
寿
命
を
延
ば
す
方
法
は
？

9

3
.補
修
・
補
強
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策

補
修
・
補
強
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策
（
例
）

【
床
版
補
修
（
例
）】

【
主
桁
補
修
（
例
）
】

【
支
承
補
修
（
例
：
取
替
）
】

【
ｽ
ﾗ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾚ
ｰ
ﾝ
処
理
】

炭
素
繊
維
シ
ー
ト

鋼
板
接
着

（
排
水
管
に
接
続
）

当
て
板
補
強

支
承
交
換
（
鋼
製
支
承
→
ゴ
ム
支
承
）

塗
装
塗
替
え

損
傷
部
位
の
改
善

10
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11

3
.補
修
・
補
強
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策

損
傷
部
位
の
改
善

補
修
・
補
強
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策
（
例
）

鋼
床
版
閉
リ
ブ
ス
ト
ッ
プ
ホ
ー
ル
・
当
て
板
補
強

鋼
製
橋
脚
隅
角
部
当
て
板
補
強

当
て
板
補
強

横
桁
の
腹
板
部
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

【
疲
労
損
傷
補
修
（例
）
】

4
.計
画
か
ら
設
計
段
階
に
お
け
る
長
寿
命
化
の

ポ
イ
ン
ト
（
1
/
2
）

•
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
道
路
・
橋
梁
計
画
・詳
細
設
計
・施
工
管
理
・
維
持
管
理
計

画
・
補
修
設
計
・
施
工
管
理
の
各
段
階
で
関
与
。

計
画
か
ら
設
計
段
階
で
の
留
意
点
は
以
下
の
と
お
り
。

（
１
）
道
路
予
備
設
計
で
の
留
意
点

き
つ
い
斜
角
は
避
け
る
。
桁
高
が
確
保
で
き
る
計
画
路
面
高
さ
の
設

定
（桁
下
余
裕
）
。
適
切
な
縦
断
勾
配
の
確
保
。

（
２
）
橋
梁
計
画
で
の
留
意
点

桁
遊
間
の
確
保
。
適
切
な
構
造
高
さ
。
検
査
路
・
添
架
物
配
置
計
画
。

主
桁
形
状
。
桁
配
置
。
点
検
・
維
持
補
修
計
画
の
立
案
（導
線
・マ
ン

ホ
ー
ル
配
置
計
画
）
。

12

4
.計
画
か
ら
設
計
段
階
に
お
け
る
長
寿
命
化
の

ポ
イ
ン
ト
（
2
/
2
）

（
３
）
詳
細
設
計
で
の
留
意
点

主
と
し
て
構
造
詳
細
へ
の
配
慮
（
詳
細
は
後
述
）
。

塗
装
系
の
選
定
。
維
持
管
理
計
画

（
４
）
補
修
設
計
で
の
留
意
点

製
作
・施
工
履
歴
の
確
認
、
補
修
履
歴
の
確
認
、
損
傷
原
因
の
把
握
。

近
接
目
視
、
詳
細
寸
法
調
査
、
十
分
な
関
係
機
関
協
議
の
実
施
。

13

5
.設
計
計
画
に
お
い
て
の
留
意
事
項

橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
は
、
計
画
・
設
計
の
段
階
か
ら
、

適
切
な
維
持
管
理
が
確
実
に
経
済
的
に
行
え
る
よ
う
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

①
道
路
の
縦
断
線
形

②
交
差
物
件
と
の
関
係

橋
梁
部
が
サ
グ
部
に
な
ら
な
い
よ
う
な
道
路
線
形

橋
梁
部
の
縦
断
勾
配
は
、
最
小
勾
配
（
0
.3
％
）よ
り
大
き
く

周
辺
地
形
か
ら
橋
に
水
が
集
ま
ら
な
い

維
持
管
理
上
に
お
い
て
必
要
と
な
る
桁
下
空
間
の
確
保

⇒
1
.0
ｍ
程
度

14
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6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

主
な
対
策
部
位

橋
面
防
水

桁
端
損
傷
防
止

床
版
水
抜
き
孔

橋
座
面
対
策

桁
端
部
の
防
食
性

お
よ
び
点
検
性
向
上

支
承
交
換
が

可
能
な
構
造

表
面
保
護
工

伸
縮
装
置
漏
水
対
策

排
水
装
置
の

耐
久
性
向
上

15

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

主
桁
桁
端
部
・添
接
部
の
塗
装
増
し
塗
り

桁
端
部
の
形
状
（
維
持
管
理
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
確
保
）

16

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

主
桁
部

桁
端
部
へ
の
配
慮
（
水
切
り
構
造
）

【
鈑
桁
の
桁
端
部
】

主
桁

17

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

【
箱
桁
の
桁
内
部
】

水
切
り
板

箱
桁
内
下
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞに
水
切
り
板
を
付
け
た
例

18
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6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

添
接
部
（ボ
ル
ト
へ
の
配
慮
）

ﾄﾙ
ｼ
ｱ
形
高
力
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄの
ﾋ
ﾟﾝ
ﾃ
ｰ
ﾙ
跡
の
仕
上
げ

現
場
連
結
は
、
塗
料
が
付
き
に
く
く
一
般
部
に
比
べ
て
塗
膜
の
弱
点
と
な
り
や
す

い
た
め
、
防
せ
い
処
理
の
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ使
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
高
力
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ接
合
に

よ
る
ﾄﾙ
ｼ
ｱ
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄを
用
い
る
場
合
は
、
ﾋ
ﾟﾝ
ﾃ
ｰ
ﾙ
の
跡
を
ｸ
ﾞﾗ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ
な
ど
で
平
滑
に

仕
上
げ
る
こ
と
と
し
、
設
計
図
に
示
す
。

ｸ
ﾞﾗ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ
仕
上
げ

19

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

そ
の
他
（
配
慮
事
項
）

排
水
管
、
床
版
水
抜
き
孔
の
排
水
を

桁
下
へ
放
流
す
る
場
合
、
導
水
管
の

吐
き
口
は
桁
下
よ
り
下
側
へ

●

床
版
水
抜
き
孔
か
ら
の
流
末
を
排
水
管
へ
接
続
す
る

場
合
は
、
導
水
管
を
急
激
に
曲
げ
な
い
配
慮

使
用
材
料
に
お
い
て
異
種
金
属
を
採
用
す
る
場
合
は

直
接
接
触
し
な
い
よ
う
に
配
慮

●●

20

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

付
属
物
（
伸
縮
装
置
） 二
重
止
水
構
造
の
例

伸
縮
装
置
の
止
水
構
造

21

6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

付
属
物
（地
覆
部
）

地
覆
の
止
水
対
策

地
覆
部
な
ど
の

遊
間
の
止
水
が
不
十
分

路
面
水
が
桁
下
に
浸
入
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

伸
縮
装
置
と
一
体
型
の
地
覆
部
止
水
例

22
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6
.構
造
細
目
に
お
い
て
の
留
意
事
項

付
属
物
（
支
承
部
・沓
座
）

支
承
交
換
時
の
作
業
空
間
（
例
）

支
承
交
換
に
伴
う
ｼ
ﾞｬ
ｯｷ
ｱ
ｯﾌ
ﾟ補
強
（
例
）

ｼ
ﾞｬ
ｯ
ｷ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ補
剛
材

腹
板

23

7
.維
持
管
理
性
の
向
上
に
向
け
て

検
査
路
計
画
に
お
い
て
確
実
性
確
認
例
（
検
査
動
線
①
）

24

7
.維
持
管
理
性
の
向
上
に
向
け
て

検
査
路
計
画
に
お
い
て
確
実
性
確
認
例
（
検
査
動
線
②
）

25

8
.補
修
設
計
の
課
題
と
対
応

補
修
設
計
の
流
れ

橋
梁
点
検
⇒
診
断
⇒
診
断
結
果
に
基
づ
く
補
修
設
計
⇒
補
修
工
事

橋
梁
点
検
時
に
十
分
な
点
検
が
で
き
る
状
況
に
な
い
場
合
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
し
た
足
場
（
近
接
目
視
）
と
詳
細
設
計
が
可
能
な
発
注
仕
様
書

そ
の
た
め
に
は
、
調
達
制
度
の
変
更
も
視
野
に

・設
計
の
受
注
者
が
工
事
段
階
で
関
与
す
る
方
式

・工
事
の
受
注
者
が
設
計
段
階
か
ら
関
与
す
る
方
式

さ
ら
に
、
・発
注
規
模
の
拡
大
・契
約
期
間
の
複
数
年
化

・
複
数
企
業
に
よ
る
共
同
受
注
・プ
ロ
セ
ス
間
の
連
携

・
性
能
規
定
型
契
約
の
活
用
・
入
札
手
続
き
の
迅
速
化
（
ワ
ー
ク
フ
レ
ー

ム
方
式
）

・
民
間
資
金
の
活
用
・発
注
者
と
支
援
す
る
仕
組
み
の
活
用
等

を
検
討

26

-7-



9
.お
わ
り
に

橋
梁
設
計
に
お
け
る
長
寿
命
化
対
策

橋
梁
新
設
時
よ
り
橋
梁
保
全
へ
の
配
慮
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る

設
計
段
階
か
ら
維
持
管
理
面
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
増
し
て
き
て
い
る

既
設
橋
の
損
傷
傾
向
は
、
伸
縮
装
置
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
、
桁
端
部
（
支
承
部
付
近
）
に
多
く
の
損
傷
が

見
受
け
ら
れ
、
構
造
細
目
等
の
工
夫
に
よ
り
橋
梁
長

寿
命
化
が
期
待
さ
れ
る

1
. 2
. 3
.

27

9
.お
わ
り
に

橋
梁
設
計
に
お
け
る
長
寿
命
化
対
策

す
べ
て
の
部
材
が
取
り
替
え
可
能
と
す
る

⇒
取
り
替
え
を
前
提
と
し
た
設
計
を
行
い
、

取
り
替
え
要
領
を
予
め
図
示

す
べ
て
の
部
材
が
点
検
可
能
な
よ
う
に

⇒
見
え
な
い
箇
所
が
無
い
よ
う
に

製
作
・
架
設
情
報
を
３
次
元
モ
デ
ル
に
一
元
管
理

⇒
情
報
の
欠
落
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

適
切
な
補
修
設
計
が
可
能

維
持
管
理
費
の
縮
減
に
も
効
果
あ
り

4
.

5
.

6
.

28

（一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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